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Ⅰ　基本情報

業務の範囲

３　評価単位
複数施設を一括評価の場合、その理由：

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

ホール、会議室（2室）、和室（2室）、実習室（1室）、図書室（1室）

２　指定管理者

札幌市栄地区センター運営委員会

令和５年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されるこ
とにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を
通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会に
おける絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待される。こ
のようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された団体及び当該設立された団
体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による
団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行
わせるために非公募としたもの。

目的

事業概要

主要施設

名称

指定期間

募集方法

指定単位

開設時期 平成6年11月24日 延床面積 1,211.81㎡

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄
与する。

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

施設数：１施設

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 東区市民部地域振興課（741-2429）

１　施設の概要

名称 札幌市東区北３６条東８丁目1-25札幌市栄地区センター 所在地
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Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼　電気、ガス、水道の使用については、照明、暖・冷房などの使用増
加を意識して抑え、その節約に努めた。なお、降雪期の敷地内歩道除
雪はガスボイラーによるロードヒーティングから職員の手作業による除
雪に切り替えている。また、厳寒期の暖房については、建物の暖房能
力に限界があることから補助暖房（電気ストーブ）を利用しているが、環
境への配慮を常に念頭において最小限の使用にとどめた。

環境への配慮は、
重要な事項であり、
毎日の施設の維持
管理、運営に際して
は、常に環境に配慮
することができてい
る。

▼　環境活動への取組みとして、札幌市環境マネジメントシステム、札
幌市事業廃棄物の減量及び処理に関する条例、改正省エネ法等に
基づき、各種計画、報告書類を作成して札幌市に提出した。

 ▼　図書室の購入新聞を廃棄する際には、すべて古紙回収へ回し
た。

▼　管理に当たって使用する用紙類、事務用品は、グリーン購入ガイド
ライン指定品などの環境に配慮した製品の購入・使用に努めた。

▼　事務局月例職員会議において、環境への配慮（資源の節約、利
用エネルギーの節約）について、毎回、申合わせを行った。

（１）統括管理業務

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

事業の例として、講座受講者決定は、申込日における先着順ではなく
抽選を基本にしている。先着順の場合、時間に制約のある希望者は、
申込受付開始日であっても既に定員達成・申込が締切られていること
が生じ、受講の機会を得ることがない。このため、申込受付日翌日の
公開抽選による決定により公平感を確保している。

▽　管理運営に係る基本方針の策定

栄地区センターの管理運営は「地域への貢献及び公共・公益のため
の貢献」を理念として、「地域の方が気軽に、かつ楽しく集う場、様々な
年代の交流が図られ利用者の生活を豊かに広げる場、まちづくりの意
識と参加をはぐくむ場」の提供を目標としており、地域コミュニティ施設
としてこれらの理念と目標を具体化するために、活動基準として「札幌
市栄地区センター管理運営の基本方針」を策定し、事業運営に反映
させている。

　地域の公共施設と
して、管理運営に係
る基本方針を整備
しており、運営委員
と事務局職員がこの
方針を十分に理解
し、また意識して業
務活動を行った結
果、地域住民に評
価される管理運営
が実施できた。

基本方針が全職
員に浸透しており、
適正かつ堅実な
管理運営が行わ
れている。通路除
雪を手作業とし環
境配慮と経費節
減に努めた点や、
翌日の公開抽選
による公平な講座
決定など、仕様書
の要求水準を十
分に満たしている。
迅速な欠員対応
や税理士による監
査体制など、組
織・財務管理も適
切に機能しており、
利用者アンケート
で高い満足度を得
ている実績も含
め、総じて優良な
管理運営である。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

公的施設である地区センターの運営に当たっては、公平、公正が基本
原則であり、平等利用を基本方針の重点項目に定めて、運営委員と
職員全員で取組んでいる。また、市民全員が施設利用の対象者であ
ることを常に意識して、その旨を広報し、これを遵守することに努めてい
る。

公平、公正の取扱
いは、地区センター
の信用の指標であ
り、利用の拡大にも
つながる大切な要
件と考えている。運
営に当たっては、こ
の取扱いを遵守し、
適正に対応すること
ができた。
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▼　施設の維持管理委託11業務については、札幌市の承認を得て第
三者に対して委託を行っており、業務の実施については現場での点
検、検査報告書等による確認など、仕様書に定める内容に基づき適
正に管理した。

 ・清掃業務、警備業務、エレベータ保全業務、自動ドア保全業務、ボ
イラ保全業務、消防設備保全業務、自家用電気工作物保安管理業
務、舞台装置保全業務、貯水槽清掃業務、建築基準法定期点検業
務、除排雪業務

▼　館長を中心として事務局月例職員会議を行い、市民サービスのよ
りよい提供のための具体的な取組み（事業計画、応接、環境、個人情
報管理、守秘義務、安全対策等）について、実務研修を行った。

  ▼　７年３月末で常勤職員及び夜間パート職員各１名の欠員が生じ
たが、７年４月1日付でそれぞれ１名ずつの採用を行った。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

 ▼　日常業務（受付案内、貸室、開放、施設管理等）を円滑に実施
するため、各種の管理運営マニュアルにより運営している。また、検討
すべき事例が発生する都度、職員が統一的な取扱いを正確に行える
ように情報の共有を徹底している。

業務の管理水準に
ついては、改善と向
上を意識して運営を
行うことができた。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者への適
切監督、履行確認）

　市民財産の保全
や利用者の安全に
関わる再委託業務
は、最良の成果が
市民に還元できるよ
うに、適切に管理し
実施することができ
た。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・配
置、人材育成）

 ▼　地区センターの管理業務体制として、運営委員会の下に事務局
を設置し、統括責任者（館長）と職務代理者（副館長）を置いている。
また、指揮命令系統及び各職員の担当業務を明確にして、業務の遂
行に必要となる組織体制を整備している。

地区センターの運営
を円滑に進めるため
に、センター規則に
基づく組織体制の
整備や職員の研修
などを進め、運営委
員17名、事務局職
員13名がセンター
運営に一体となって
取組むことができ
た。

  ▼　研修計画に基づき、各職員を対象にして次のとおり研修を実施し
た。

経理研修、施設運営：図書室関係研修、情報セキュリティ研修
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・備品購入・廃棄要望調査

・賃金スライド制度支給額について

・小中学校の体験学習、見学の受入れ

・施設利用後の備品確認について

・防犯カメラの設置状況について

・文化祭の開催日程について

・6年度事業実施状況

・7年度事業計画

・アンケート結果、利用者の意見

・意見交換

・賃金スライド制度について

・備品購入・廃棄要望調査

・広報さっぽろへの講座掲載について

・週刊新刊全点案内について

・貸室使用料改定の影響について

・貸室の空き状況の周知について

・財務検査・業務検査について

・委託費の補填について

・広報さっぽろへの講座掲載について

・賃金スライド制度支給額について

・貸室の利用促進について

・広報さっぽろ東区版への掲載方針について

・札幌健康アプリ「アルカサル」について

・年度末・年度初めの提出書類

・貸室利用料金について

＜区及び他センターとの協議＞

　東区民センター館長、栄・ふしこ・苗穂本町各地区センター館長、東
区役所地域振興課係長・担当者

区・四館連絡
会議

第４回

12月5日

区・四館連絡
会議

第５回

3月10日

区・四館連絡
会議

＜協議会メンバー＞

　栄西連合町内会副会長、栄東連合町内会会計部長、健康マージャ
ンサークル栄（女性マージャンサークル）代表、栄バウンドテニスサーク
ル（バウンドテニスサークル）代表、東区役所（地域振興課長、地域活
動担当係長、地域活動係担当者）、栄地区センター運営委員会（会
長、副会長、総務部長、会計部長、館長）

第２回

6月20日

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

開催回 協議・報告内容  　多くの方々の助
言を得ながら、地区
センター運営の一層
の適正化を図るため
に運営協議会を開
催した。委員それぞ
れの立場からの意
見があった。また、
他地区センターとの
会議により、セン
ター運営に係わる
様々な事例を今後
の参考にすることが
できた。

第１回

9月5日

全体会議

第３回

6月13日

区・四館連絡
会議
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　業務に関係する記録、帳簿等については、仕様書に定める内容に
より、整備、保管を行い業務の適正化に努めている。また、事務室と図
書室の毎日の業務状況を業務日誌に記録し、館長が確認して業務改
善につなげている。

▼　セルフモニタリングは例年どおり１月に実施し、アンケートの結果は
１カ月間１階ロビーに掲示した。

▼　札幌市との協定書に基づく事業報告書等は、期日を厳守して提
出している。

（２）労働関係法令遵
守、雇用環境維持向
上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安全衛生
面を含む)

各種労働関係法
令が遵守され、雇
用環境の適切な
維持管理が行わ
れている。常勤職
員の1日7時間15
分勤務体制の実
施や、通勤手当上
限の自主的な拡
大など、職員の意
欲向上や雇用環
境の充実に資する
取り組みが図られ
ており、要求水準
を十分に満たして
いる。

　事務処理の基本
である記録、モニタ
リング、報告等の項
目について、東区役
所の指導の下に適
正に処理ができた。

▼　職員の勤務形態等に応じて厚生年金保険、社会保険に加入して
いる。また、1年に1回常勤職員の定期健康診断を実施した。

▼　職員の時間外労働・休日労働について、書面による労使協定（36
協定）を労働基準監督署に届け出た。

▼　職員の勤務時間は、労働関係法令を順守している。また、時間
外、休日労働等については、それぞれ法定割合の割増賃金を支給し
ている

　適正かつ活気ある
事業の推進は職員
勤務体制の安定が
基本となることから、
法の改正等に従い
その都度センター就
業規則の整備を
行っている。

▼　パート職員については、最低賃金以上の時給で支給している。

▼　すべての職員の労災保険加入はもとより、条件を満たす職員の雇
用保険加入を行っている。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

　財務管理は運営
上の最重要事項で
あることから、事務
局職員以外に、運
営委員（会計部長、
会計監査）及び税
理士事務所の定期
点検により、諸規程
に基づく厳正な処理
を実施することがで
きた。

▼　財務については、関係簿冊等を整備し、常に相互チェック機能を
取入れて適正に実施している。併せて、現金の厳正処理について、関
係職員は常にそれを念頭に置きながら徹底を図っている。税理士事
務所に総括の経理処理及び検査業務を委託し、適正処理を確保して
いる。

▼　現金等の取扱いについては、「金銭会計取扱規程」を整備してお
り、個別の収入、支出の処理については、毎日の処理状況の点検（館
長）及び月次の関係帳簿等の精査(会計部長、館長)により、適正処理
を実施している。

▽　要望・苦情対応

▼　要望・苦情対応については、「要望、苦情等対応マニュアル」を作
成し、窓口を館長と定めて実施している。また結果については職員全
員で共有し、必要な事柄について適正に処理する体制としている。

　苦情等は、地区セ
ンターの運営改善に
繋がる貴重な提言
であり、運営内容を
正しく理解いただくた
めの大切な機会と
考えている。迅速か
つ、誠意をもって、
丁寧な対応をするこ
とができている。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実施、事業
報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　▼　8月と2月に東消防署へ通報の上、防災関係者等の協力により
「自衛消防訓練」を実施した。

　防災については基
本かつ重要な項目
と考えており、東消
防署へ必要な届出
を行い、訓練につい
ては、安全確保を充
分に意識して実施
することができた。

　▼　5月には、消防計画変更届を東消防署へ提出している。

　▼　7月には、3年に一度の防火対象物点検報告特例認定が東消
防署長から通知されている。

 ▼　開設から31年が過ぎ、当初からの建物、設備、備品などについて
老朽化が進んでおり、必要な修繕をその都度実施した。

▽　防災

（3）施設・設備等の
維持管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、連絡体
制確保、保険加入）

▼　第三者委託により実施している清掃業務について、受託者に当該
業務従事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。

▼　労働・雇用に関する事故は生じていない。

ＡＥＤ表示や救命
講習、忘れ物箱の
常設、子どもの安
全への目配りな
ど、館内の安全確
保を徹底した。ま
た、年２回の自衛
消防訓練を確実
に実施し、消防計
画変更届等の義
務を適正に履行し
ている。防災体制
の整備と安全な環
境維持に実直に
努めており、要求
水準を適切に満た
している。

▼　地区センターの管理業務について、利用者の安全確保は最も大
切な事項であるため、研修や月例会議で安全についての職員の意識
を高めている。特に、子どもの利用に対しては安全利用のための目配り
を続けている。

　管理運営に当たっ
ては、利用者の安
全を第一とし、併せ
て市民サービスの向
上と、利用しやすい
施設設備の維持管
理について適正に
対応することができ
ている。

▼　来館者の緊急時対応としてＡＥＤを備えており、玄関、ロビーに設
置マークの表示をしている。また、職員は順次普通救命講習を受講
し、必要時に混乱なく操作できる体制を維持している。

▼　拾得物の取扱いについては、栄東・栄西交番との連携や「拾得物
の取扱について（センターの規定）」により、適正な処理に努めている。
また、軽易な忘れものは1階ロビーに「あなたの忘れ物箱」を常設し、日
時、場所などを明示して整理保管して利用者が回収しやすい環境を
整えている。

▼　4月に常勤職員の通勤手当に係る上限を拡大するため、就業規
則を改正し労働基準監督署へ届け出た。

▼　指定管理者の申込時に提出したワーク・ライフ・バランスに関して
は、常に念頭に置きながら適切に実施している。なお、常勤職員就業
規則において、１日の勤務時間（休憩時間１時間を除き）を７時間１５
分に規定している。

▼　損害賠償保険は、札幌市の仕様書に定める施設賠償責任保険
に加入している。また別途、傷害保険に加入して、万一の事故に備え
ている。

▼　業務に関係する連絡体制については、事務局職員、運営委員、
委託事業者（防犯、設備維持管理など）の連絡表を作成して事務室
に備えており、必要時には迅速に対応できるようにしている。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管理、
駐車場管理、緑地管理等）

▼　施設・設備の維持管理業務11業種については、札幌市の承認を
得て第三者委託により実施したが、いずれの業務も仕様書に定める水
準が確保されている。

　維持管理業務に
ついては、当該作業
時の利用者への影
響が最小限になるこ
とを前提として、計
画的かつ適正に実
施することができた。

　・清掃業務、警備業務、エレベータ保全業務、自動ドア保全業務、ボ
イラ保全業務、消防設備保全業務、自家用電気工作物保安管理業
務、舞台装置保全業務、貯水槽清掃業務、建築基準法定期点検業
務、除排雪業務

6
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▼　文化祭

▼　サマーコンサート

　夏の暑さを考慮し、これまでの開催時期を早めて７月初旬に、音楽
会として札幌ハーモニカアンサンブルの演奏会を開催した。全13曲は
「行進曲、アニメソング、ジャズ組曲、歌謡曲」など様々なジャンルの曲
目があり、会場の皆さんと歌声を併せる場面を含め、115名が午後の
ひとときを、懐かしい豊かな音色に包まれ過ごされた。

生ゴミ堆肥化セミナー 1 11

講座、講習会の合計 33回 189名

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

　栄地区センターを利用されるサークルの活動成果を発表する文化
祭（作品展示、舞台発表、お茶席、喫茶コーナー）を開催した。9月27
日（土）・28日（日）に作品展示会を、10月18日（土）に舞台発表会を
実施した。

　作品展示会には二日間で556人、舞台発表会には258人、計814
人の来場があった。

　講座は、地域の
方々の余暇、学習
活動の広がりと交流
に寄与するものであ
り、ほぼ計画どおり実
施ができた。また、
講座は、地区セン
ターをＰＲする上で
最も効果的で、かつ
地区センターの魅力
を引き出す事業とし
て、センターの新し
い利用者の増加が
期待できる。講座参
加者から新たな
サークルが発足する
ことがあり、楽しみな
事業である。

区民ニーズや市の
施策に合致した健
康、子ども、料理、
生活知識など21
の講座・講習会を
計画通り実施し、
申込翌日の公開
抽選により公平・
公正な受講機会も
確保している。ま
た、介護予防セン
ターと連携した健
康教室、中学生コ
ンサート、文化祭
などの地域交流事
業を多角的に展
開し、多くの住民
交流を創出してい
る。アンケートにお
ける高い満足度や
理解度も獲得して
おり、要求水準を
十分に満たす優
れた事業実施であ
る。

　地域交流事業は、
様々な事業を通じ
て地域の皆様に交
流の機会を拡げ、ま
た、地区センターを
身近に理解し、利用
していただく大切な
活動になっている。

（4）事業の計画・実
施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

 ▼　誰もが参加できる地域講座を念頭に、健康づくり、子ども活動、料
理、生活知識などの内容で21の講座・講習会を計画した。変更なども
あったが同数の講座・講習会を実施できた。

  ▼　講座の受講について、申込受付初日に定員を上回る申込みが
あった場合は、より公平な扱いとして翌日に公開抽選により受講者を決
定する方法を基本にしている。4講座で抽選が生じた。

【講座】 回数 受講者

はじめてさんの発酵食作り講座 5 11

1 12

顔ヨガ講座 2 11

珈琲のハンドドリップ講座 3

1 20

小　　　計 31回 158名

【講習会】 回数 受講者

自分に合うホーム選び方

1 1

貴女に似合う色・服を知ろう 2 7

将棋塾（大人） 1 1

こども将棋塾

6

フライパンでパン作り講座

1 3

手打ちそば入門講座 1 6

フラワーアレンジメント講座 1 11

粘土でひな人形作り講座

1 6

ほったらかし味噌つくり講座 1 12

ほったらかし味噌つくり講座 ② 1 12

伝筆で年賀状講座

1 12

フライパンでパン作り講座 1 12

ヘッドスパ講座 2 8

スープカレー講座

4 4

ウィンナー飾り切り講座 1 5

チーズセミナー 1 18

貯筋講座

7
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▼　ほのぼのコンサート

▼　中学生のほのぼのコンサート

▼　交流大会

▼　親子ふれあい行事

登録者数

貸出数 69,562 69,995 433

915

▼　図書室の理解につながる１日司書体験は、4日の実施で小学生6
名の参加があり、図書室や図書に関して興味への深まりが見られた。
また、新着図書の展示、児童書の季節に合わせた展示、ホームペー
ジでのＰＲ（利用案内、新着図書、休室日のお知らせなど）を継続して
行っている。

　図書室は、地区セ
ンターの大きな魅力
の一つであり、身近
で気軽な地域の文
化施設として、多く
の皆様に図書サー
ビスを提供できた。

Ｒ6年度

開室日数 280

蔵書冊数 36,630

1,934

889 △ 26ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数

36,509 △ 121

1,995 61

▼　地域高齢者の健康活動として、介護予防センター栄・丘珠の協力
で「さんさん健康教室」を開催し、軽運動などを通じて顔なじみの参加
者同士の交流が図られてきた。体育室を会場として24回実施し延べ
1,203名の参加があった。

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業務

▼　地区センターの空室利用を考慮し、地域のだれもが自由に参加で
きる「施設活用（開放）事業」として、スポーツ７種目（ミニバレー、卓
球、バドミントン、ゲートボ－ル、バウンドテニス、子供のバスケット、大人
のバスケット)及び囲碁・将棋の計８種類を計画した。６月から大人のバ
スケットを終了し、卓球、囲碁・将棋の実施回数を整理したが、事業全
体で延べ2,802名の利用があった。

また、夏・冬にファミリー開放を実施し、４日間で37名の利用があった。

▽　図書室に関する提供及び相談業務

　札幌市図書館条例施行規則に基づく地区センター図書室が併設さ
れており、中央図書館の運営方針による図書業務を行っている。内容
として図書の貸出、閲覧、図書の購入、レファレンス、予約本取扱い、
図書室環境の維持（清掃、配架）、その他図書関係全般の業務を実
施している。

　幌都交響楽団の再演を希望する地域の多くの方々の声により、11月
に実施している。今回は、48人の編成で、ウェーバー/歌劇「オベロン」
序曲、ビゼー/「カルメン」第一組曲、ドヴォルザーク/交響曲第8番　ト
長調」他が演奏された。楽団の奏でるシンフォニーの迫力と素晴らしい
音色を107名が堪能された。

　地域の３つの中学校（栄、栄南、栄町）が毎年度交代で出演し、例年
冬場に実施してきた「中学生のほのぼのコンサート」である。8年度は、
栄町中学校吹奏楽部（出演者30人）の演奏会として1月に開催した。
地域の方々や生徒のご家族など来場者123人が、中学生の元気いっ
ぱいの、だれもが耳にしているであろう曲、人気グループの曲メドレーな
どの演奏を楽しんだ。

 　日頃から施設活用事業などでセンターを利用している皆様を中心
に、ミニバレー、囲碁、ゲートボールの親睦交流大会を開催した。3種
目で49名の参加者が真剣に競技に臨みかつ楽しく交流する姿を見せ
ていた。

　親子が気軽に楽しめるふれあいの場として、「読み聞かせの会」（9
回）、朗読会「大人も楽しめるお話の世界」（1回）及び「お話の扉」（10
回）実施した。事業全体で延べ371名の参加があった。

Ｒ7年度 増・減（△）

279 △ 1
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▼　事前予約制度の推進

・利用団体登録　523　団体

・利用件数　　2,680　件

・利用割合　　貸室総数　2,883　件の　93　％

▼　貸室利用者のためのＰＲ資料

47

実習室

件数(件) 497 480 465

人数(人）

39,600 42,035

稼働率(％) 56 54 53

▽　不承認 0件、　取消し0 件、　減免0 件、　還付0 件

▽　利用促進の取組

　サークルや一般登
録者の事前予約が
定着することで、利
用者の負担軽減が
できている。

　利用者の貸室申込みを確実かつ円滑に進めるため、「事前予約制
度」の利用を推奨しており、サークルなど大半の団体がこの制度を利
用している。事前予約の方法は電話又は窓口での申込みによるが、こ
の事前予約により申込み手続きの負担の軽減を図っている。

1,112 1,100 1,086

人数(人） 6,332 6,300 6,259

稼働率(％) 53 52 52

件数(件)

人数(人）

3,611 3,500 3,475

39,601

7年度事業は、より
効果の高いものニー
ズに合うものとして、
前年度に比較して
講座及び施設活用
事業並びに運営委
員会各会議などの
実施内容及び回数
を整理（削減）した。
また、貸室使用料の
改定増による体育
室などの利用自粛
を想定した。このた
め、施設の利用件
数等の計画は、前
年度を下回る数値
を見込んだ。実績は
計画を下回る利用
件数及び稼働率に
なったものの、人数
は計画及び前年度
実績を上回るものに
なった。

稼働率は５２.７％
となり目標の６３％
程度を下回ったも
のの、これはサー
クルの高齢化に伴
う常連団体の減少
（４０台半ばから３
０台前半へ減少）
や、効率化のため
の自発的な事業
整理が主因であ
り、指定管理者の
管理瑕疵によるも
のではない。指定
管理者は「事前予
約制度」を貸室全
体の９３％に定着
させ利用者の負担
軽減を図るなど、
適切な利用促進
プロセスを履行し
ている。結果として
総利用人数は計
画及び前年実績
を大きく上回る４２,
０３５人を記録して
おり、利用促進の
努力は要求水準
を適切に達成して
いる。

889

21,066

▼　利用サークル増のための情報提供
実施講座の内容によって、受講者へサークル参加や新たな結成につ
いて情報を提供した。

　貸室の利用方法をわかりやすく知ってもらうための資料として、「貸室
のご案内」及び「貸室受付日のご案内（３か月分）」を作成しており、札
幌市が定める「キャンセル取扱い」と合わせて、事務室の窓口カウン
ターに常備している。新規利用の申込者にはこれらの資料を必ず手渡
しして、貸室条件等について説明を行い、理解をしていただき、他の利
用者との公平な取扱いを説明している。

計

5,648 5,600 5,820

稼働率(％) 4448 46

和　室

件数(件)

1,047 1,000

集会室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

1,035

8,635 8,600 8,890

50 48

（5）施設利用に関す
る業務

件数(件) 955 920

体育室 人数(人）

稼働率(％)

18,986 18,900

R6年度実績

92 88 75

▽　利用件数等

R7年度計画 R7年度実績

9
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▼　ＨＰを活用した情報提供

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　地域生活情報誌に地区センターの催事情報を提供するなど、
様々な媒体による広報を心がけている。また、当センター利用者が広
報媒体としてはあまり利用されていないと思われる、当センターHP、フ
リッパーWeb版及びデータ放送による札幌市からのお知らせについて
は、地区センターの情報取得が容易であることを講座受講者などに伝
えている。

　地区センター活動を広くＰＲする方法として、インターネットのホーム
ページを活用して情報提供を行っている。適宜に更新することで新しい
情報を提供し、親しみやすい表現などを心がけて作成している。

▼　１階ロビーに設置されている福祉三団体の自販機３台について、利用者サービスの観点
から日常の管理（両替依頼の対応、故障連絡の対応、売り切れの連絡など）を代行してい
る。

 市内企業の活用や福祉施策

　福祉施策について
は多くの対応機会は
ないものの、常に念
頭に置きながら運営
に努めている。

（前回から継続指定のため、引継業務なし）

２　自主事業その他

▽　自主事業

現在、自主事業は行っていない。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼　地区センターが行う物品購入、業務委託については、市内の事業者に発注を行ってい
る。

▼　地区センターが調達する物品は、可能な限り障がい者団体・個人への発注を心がけて
いる。使用承認書印刷及びゴム印の制作は、それぞれ福祉団体及び個人商店から購入を
続けている。

　地域の皆様に直
接的に情報提供が
できる地区センター
として、情報資料の
増加に適切に対処
しつつ、その役割を
果たすことができ
た。

▽　引継ぎ業務

（6）付随業務 ▽　広報業務

▼　地区センターの事業内容を、地域の皆さんにお知らせするため、
広報誌として「栄地区センター便り」を年３回（各回2,200部）作成して
おり、まちづくりセンターを通じて栄西、栄東の各町内会にご協力をいた
だき回覧を行っている。また、直接的にPRする方法として、講座、行事
などのポスター、チラシを作成して館内外に掲示、配架している。広報
の内容によっては、地域の学校への配布依頼や利用団体を通じた配
布を行っている。当地区センターの利用者の多くが、これらの媒体及び
広報さっぽろ東区版により情報を得ている。

地区センターの活動
を円滑に推進するた
め、広報活動はその
要となるものである。
栄地区センター広
報誌、ちらし、ポス
ター、地域生活情
報誌、札幌市からの
お知らせ東区版など
を活用して幅広くセ
ンター広報ができ
た。

広報誌「栄地区セ
ンター便り」の年３
回発行と町内会
回覧、館内外への
ポスター掲示や
ウェブ情報のこま
めな更新など、多
角的な広報活動
を適切に実施して
いる
。ウェブアクセシビ
リティへの配慮や、
１階ロビーでの多
分野にわたる行
政・地域情報の配
架管理も確実に行
われている。地域
情報の発信拠点と
しての役割を十分
に果たしており、要
求水準を満たして
いる。

▼　ウェブアクセシビリティ取組確認を実施し、平成30年11月30日に
公開した。

 ▼　行政に関係する広報や地域活動、文化、体育、健康、福祉、青
少年育成など多くの情報を、1階ロビーに配置して地域の皆さんに提供
している。これらの情報については提供期間を適時管理しており、地域
における情報提供場所としての役割を果たしている。

10



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方法 ・　施設利用者、図書室利用者及び施設活用事業参加者は、8年1月
4日から1月31日までの28日間実施

　アンケートの指定
項目である「総合満
足度（今後の利用の
意向など）」と、重要
項目である「職員の
応接」や「清掃」に対
する満足度からは、
当センターの運営内
容について高い評
価と相応のご満足を
いただくことができた
と受け止めている。

　貸室を利用した66団体へ配布して60枚回収

（回答率　89％）

【意見・要望～貸室1】

貸室の予約について下記の趣旨で４件の意見がありました。
① （使用承認申込は）毎週でなく月に一度にしてほしい
②  予約をある程度まとめてできれば良い
③  申し込みを半年か１年でまとめて
④  時間貸しの申込は３週間前からに改正

　図書室を利用した30名へ配布して30枚回収

　施設活用事業は7種目55名へ配布し53枚回収

・　事業総合満足度（今後の利用意向）については、目標80％に対
し、貸室、図書、施設活用及び交流事業についていずれも100％で
あった。
　また、指定業務の満足度については、目標80％に対し、接遇
100％、清掃99％であった。
　全ての対象事業・業務について要求水準を満たし、利用者から高い
評価を受けたと考えている。

・　貸室の項目別満足度は目標80％に対し、清掃の状況98％、職員
の接遇に関して100％であった。申込み方法に関して92％、利用料金
に関して87％であった。

・　図書室の項目別満足度は目標80％に対し、部屋の使い勝手、清
掃の状況、職員の接遇のいずれも100％であった。

・　施設活用事業の項目別満足度は全て100％であった。

・地域交流事業は、3回のコンサートでアンケートを実施し、いずれも満
足度は100％と高い評価を受けた。

・地域交流事業については、開催時にアンケートを実施した。345名へ
配布して298枚回収

合計496人に配布し、441人から回答を得ている。

全４事業（貸室、
図書、開放、交
流）の総合満足度
で１００％、接遇で
も１００％を達成し
ている。要求水準
（目標値８０％）を
大幅に上回る極め
て優秀な成果を収
めており、清掃満
足度も９９％と極め
て高く、指摘に対
する真摯な改善姿
勢を含め、住民の
声を反映した誠実
な施設運営は他
館の模範となる突
出した実績であ
る。

貸室に関する利用
料金の設問に対し、
「高い」とした方が
13％あったため満
足度が低くなった。7
月の料金改定増を
受けたものと考えら
れる。市条例の規
定に対する評価とも
言え、指定管理者と
しては理解を求める
立場であり、説明は
重ねるにしても、改
善には限界を感じる
事柄である。なお、
アンケート結果は東
区役所へ報告して
いる。

結果概要

利用者からの意
見・要望とその
対応

【対応（回答）】

⓵～⓷ 札幌市の地区センターの貸室については、「札幌市
区民センター等使用承認取扱要領」どおりの扱いになりま
す。
貸室の申込の開始日は、使用日毎に決まります。
ご希望の様に「使用日の違う複数の申込を一定期間分まと
めて1回で行う」ことが実現する条件は、既に申込の開始日を
経過しているものすべてが予約されていない（空室）場合にな
ります。
利用の承認は、いわゆる先着順になるため、既に他の利用
者が予約済みの場合は、ご希望どおりの利用ができないこと
になります。
このため、使用を希望する貸室については、申込の開始日に
なる毎に、対象となる申込を1件ずつ確実に行うことをお勧め
しています。
なお、利用者からこれらのご意見があったことは、東区役所
へ報告いたします。

⓸　貸室の使用承認申込の受付期間は、「札幌市区民セン
ター等使用承認取扱要領」で定められており、時間貸しにつ
いては使用日の５日前からになります。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

11
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⓵、⓶　札幌市の地区センターの貸室使用料金は、貸室の
広さ及び時間区分により、札幌市の条例で定められた金額
で共通になっております。
平成８年度から変更が無かったこの料金は、近年の光熱費
や人件費の高騰から、令和７年７月１日に改定されたものに
なっています。
これは、将来に渡り安定的な施設運営を維持していくため、
費用の増加分を利用者にもご負担いただく趣旨の改定増の
ため、ご理解を願いたいと思います。
なお、料金に関するご意見があったことは、東区役所へ報告
いたします。

【意見・要望～貸室3】

施設の管理などについて下記の趣旨で３件意見がありまし
た。
①  シンクの生ゴミが残っている。
（貸室に持ち込んだ物は毎回）すべての物を持ち帰っていま
す。ダンボール１箱分でもどこかにおかせていただけると助か
ります
②  茶室として利用しているので、襖があった方がありがたい
です
③  冬、床がすべるときが多く、ワックスなどかけていただける
とうれしいです。

【対応（回答）】

⓵　以前に一度、口頭でご指摘のあった「生ゴミ」が残ってい
たことであると、改めて反省しています。
ご不快に思われ誠に申し訳ありませんでした。
ご指摘以降は、清掃の徹底を心がけているところですが、お
気づきの点があれば事務室職員までお知らせください。

次に、利用者の所有物をお預かりすることですが、このことは
安全管理上対応ができないためご理解を願います。

⓶　現在、和室Ａと和室Ｂを仕切る襖は、老朽化などのため
安全に使用することができないと判断し、取り外しており申し
訳なく思います。
更新のための予算に限りがあるため速やかな対応が叶わず、
この設置について東区役所と相談しているところです。
　
⓷　体育室は木質床板のため、年２回ワックスがけを実施し
ています。
ワックスがけ当日は、体育室の貸室使用が出来ないため、利
用者の皆さんへはご不便をおかけしていますが、必要な措置
のためご理解ください。
なお、ご指摘の冬場ですが、例年12月28日に各年度2回目
のワックスがけを行っています。
お気づきの点があれば、事務室職員までお知らせください。

いては使用日の５日前からになります。
この受付期間についてのご意見があったことは、東区役所へ
報告いたします。

【意見・要望～貸室2】

貸室使用料が高いという趣旨で２件の意見がありました。
①  料金が高くて大変です
②  使用料金が安くなると使用しやすい

【対応（回答）】

12
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【対応（回答）】

いつも当地区センター図書室をご利用いただきありがとうござ
います。
ご指摘の点につきまして、まず、図書室は静かで落ち着いた
環境で図書に接する場を提供しており、利用する皆さんへも
これを維持するためのご協力をお願いしているところです。
そのような中、職員の会話が耳ざわりに感じられたことは申し
訳なく、お詫び申し上げます。
図書室で従事するすべての職員とも話し合い、業務上必要
な職員どうしの会話であっても、利用者の皆さんへの配慮を
念頭に行うことを申し合わせています。
今回のアンケートでは、職員の対応は「良い」、また図書室を
「ぜひ利用したい」というご評価をいただいている中でのご指
摘でもあり、改めて、皆さんに気持ちよく利用していただける地
区図書室であろうと今後とも務めます。
アンケートへのご協力、ありがとうございます。また、このたび
のご指摘に感謝いたします。

【意見・要望～図書室1】

　日曜日で利用者の少ない時などで司書の方々がカウン
ターでお話をしているのが時々、耳障りで気になります。

【意見・要望～施設活用事業1】

卓球台が古く、痛みが激しいと感じる。

【対応（回答）】

ご指摘の卓球台は、当センターが開設された平成６年１１月
に６台が配置されたものです。
この６台は、これまで利用する皆さんに大切に扱っていただ
き、現在まで使用しています。
卓球台を含む備品については、故障や損傷により使用に支
障が生じた場合、修理又は買換えによる更新をその都度検
討しています。
いずれの場合も限られた予算の中での対応であるため、速や
かな対応が叶わないこともあり、利用する皆さんへご不便を
おかけすることもあろうかと思いますが、ご理解を願えればと
思います。
当該卓球台については、痛みなどは現状を見守りながら、更
新などの時期を考えていきたいと思います。

13



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

R7年度決算 差（決算-計画） 社会経済的状況を
背景に支出の大き
な増加を想定し、計
画における収支は
大変厳しいものと見
込んでいた。７月の
貸室使用料改定増
の効果が予想を上
回わったことや、指
定管理費の見直し
分などの収入増と併
せ、費用の節減に
務めたこともあって
純利益が生じた。

計画の赤字見込
みから、７月の利
用料金改定に伴う
増収や光熱費補
填、徹底した経費
節減により、１，４０
４千円の純利益を
達成し収支を大き
く改善させた。生じ
た剰余金からノート
ＰＣや大型扇風機
などの備品購入
（２０２千円）による
利益還元も適切に
実施している。繰
越金に頼っていた
前年度の赤字から
脱却し、極めて健
全かつ堅実な財
務運営を行ってお
り、仕様書の要求
水準を十分に満た
している。

2,248

2,248

0

7,700 1,375

2,018 873

0 0

37,045 △ 1,238

37,045 △ 1,238

0

1,477

法人税等 70

純利益 △ 2,079

【参考】

指定管理業務による利益還元

▽　説明

▼　利用料金収入は、7月に貸室使用料の改定増があり、想定以上の増収効果から、計画
より1,375千円の増となった。

▼　その他収入とは、講座受講料、雑収入及び指定管理費の見直し分である。講座収入は
27千円計画を下回ったが、雑収入が47千円計画を上回り、また、光熱費増嵩などに伴う指
定管理費見直し分が853千円計画を上回り総額では計画より873千円増になった。

▼　指定管理業務支出額は、節約を意識して執行した結果、計画額より1,238千円減に
なった。

▼　指定管理業務による利益還元は、事務室用ノートPC１台及び暑さ対策のための大型扇
風機2台の購入計202千円に使用した金額である。

▼　収支では1,404千円の差額が生じた。

73 3

1,404 3,483

Ｒ７年度決算 内容

202 下記のとおり

28,804 28,804

自主事業支出

収入-支出

自主事業による利益還元 0 0

項目

指定管理費

利用料金

その他

自主事業収入

支出

指定管理業務支出

R7年度計画

6,325

1,145

0

38,283

38,283

0

△ 2,009

0

3,486

４　収支状況

▽　収支 （千円）

36,274 38,522収入

指定管理業務収入 36,274 38,522
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Ⅲ　総合評価

　 地区センターの運営に係るサービス水準の維持向上に向けて、その
前提となる統括管理業務、施設、設備等の維持管理業務を適切に実施
している。このうち、施設の維持管理業務の第三者委託、各種の修繕及
び備品等の整備については、市民サービスの速やかな実施を念頭に積
極的かつ適正に実施している。

　事業活動の中心になる区民講座は社会状況や地域利用者の要望に
こたえる魅力あるものとして企画してしており、ほぼ計画どおりに実施する
ことができた。地域交流事業については、新型コロナ禍を経て安全を意
識した定員数での計画を続けている。安定した利用者数から参加者の
満足度は高いものと感じている。

　貸室の安定した利用につながるいわゆる常連サークルが抱える問題と
して、会員の高齢化のため活動を縮小、休止せざるを得ないことがある。
新型コロナ禍以前は40台半ばの数であった常連サークルは、現在30台
前半の数まで減少している。このためもあってか、貸室利用率はコロナ禍
前を下回ったままである。今後も貸室利用につながる工夫を続ける必要
がある。

継続して高い評価をいただいている利用者満足度を低下させること
なく、日々よりよくを念頭に工夫を重ねていく意識を持ち続ける職員
であるため、必要な研修を継続する。　利用者満足度については、実施したアンケート調査からは、運営に対し

てご理解と高いご評価をいただいており、職員の励みにもなっている。

　財務の収支状況については、今後厳しい場面が続くと想定している。社
会経済的背景から人件費、物件費の上昇からの大きな影響は避けられ
ず、センター運営を安定して継続するための工夫を続ける必要がある。

適 不適

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

区民講座、地域交流事業などについては、地域の方が求めている
ものを把握し、常に新鮮で魅力ある事業であるために、実績の評価
を踏まえ拡充に務める。

貸室利用増につながらない原因の一つに、駐車場スペースが広く
ないということがある。交通手段が自家用車に限られるサークル
は、駐車場の問題で利用を断念することが生じ、新たな利用サーク
ル増加の制約でもある。近隣資源の活用などを含め、対応策を模
索していく。

設置から30年以上を経過し、近年は建物、設備、備品の修繕・取
替更新が続いている。限られた予算のため、安全を念頭に優先順
位も意識しながら対応していく。また、今後、大規な施設改修が計
画される時期が近いと想定され、これが適切に推進されるよう札幌
市へ協力していく。

収入面では、8年6月末で貸室使用料の改定増から１年が経過す
る。通年での増収効果を見極めるとともに、収支が適正に均衡する
ように経費の節減に努めながら、将来に渡る安定した運営の継続
を目指す。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▼　栄地区センター運営委員会は、栄西連合町内会、栄東連合町内会を主体に、連町管
内の様々な地域活動団体で組織されている。
　指定管理者制度による運営を開始して19年が経過して、この間、安定した組織体制により
管理運営に関する知識、技術、経験を着実に蓄積している。
　また、財務面では、東区の定期実地検査及び税理士事務所の指導、点検を受けて正確
かつ適切な運営を行っている。また、過去からの剰余金を保有しており資金の借入は一切
なく、堅実な財務状況を保っている。なお、資金管理は全て預金口座で行っており、他での
運用は行っていない。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団の排除の
推進に関する条例への対応

  ▼  市との協定に定める契約(第三者への委託、物品調達等)について、暴力団や暴力団
関係事業者を相手に契約は行っていない。なお、委託契約書には契約解除条項を設定し
ている。

  ▼　その他、適用される条例については、これを遵守している。7年度は各条例に照し合
せ、問題を生じた案件は無かった。
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仕様書に定める各項目において、要求水準を適切に達成し、極めて堅実
かつ安定した管理運営が実践されている。とりわけ、利用者アンケートにお
いて全４事業の総合満足度及び受付職員の接遇で１００％、清掃状況で
９９％という満点に近い圧倒的な住民支持を得ている点は特筆に値する。
環境に配慮した手作業による通路除雪や、厳格な財務・組織管理など、
信頼性の高い管理運営基盤を維持しながら、地域社会と深く連携した質
の高い事業を展開しており、総じて優良な施設運営であると評価する

総利用人数は計画を大きく上回る４２,０３５人を確保した一方、施
設全体の稼働率は５２.７％と前年を下回り伸び悩んでいる状況で
ある。常連サークルの高齢化に伴う団体減少という構造的な要因
はあるものの、更なる利用促進への取り組みは不可欠である。今後
は利用者のニーズ分析をさらに深め、高い定着率を誇る「事前予
約制度（９３％）」や独自で多角的な広報活動を、比較的利用率の
低い集会室や実習室、和室等の利用促進に戦略的に結びつける
ような新たな働きかけを期待する。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項
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